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外
貨
準
備
の
為
替
差
益
（
含
み
益
）
の
国
民
へ
の
還
元
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

一 
直
近
の
我
が
国
の
外
貨
準
備
は
一
九
〇
・
七
兆
円
と
先
進
国
で
は
突
出
し
て
い
る
。
変
動
相
場
制
で
は
為
替
レ
ー
ト
は
市

場
で
決
定
さ
れ
、
為
替
介
入
は
稀
で
例
外
的
な
場
合
に
限
る
べ
き
と
い
う
の
が
Ｇ
７
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
で
あ
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
巨
額
な
外
貨
準
備
を
持
つ
の
は
異
常
で
は
な
い
か
。 

二 

こ
れ
だ
け
の
膨
大
な
外
貨
準
備
を
保
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
莫
大
な
為
替
変
動
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
認
識
は
政
府
に
あ
る
か
。 

三 

そ
も
そ
も
、
為
替
介
入
で
膨
ら
ん
だ
外
為
特
会
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
為
替
変
動
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
も
、
平
時

に
市
場
と
対
話
し
な
が
ら
、
反
対
売
買
で
徐
々
に
圧
縮
し
て
い
く
の
が
基
本
で
は
な
い
か
。
先
進
国
で
は
ど
こ
で
も
行
っ
て

い
る
こ
と
で
、
そ
の
結
果
、
先
進
国
の
外
貨
準
備
は
、
日
本
の
数
分
の
一
か
ら
十
分
の
一
で
あ
る
。 

四 

米
国
債
が
満
期
に
な
っ
て
償
還
さ
れ
る
ド
ル
は
、
全
額
、
米
国
債
に
再
投
資
（
ロ
ー
ル
オ
ー
バ
ー
）
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
国
が
変
動
相
場
制
を
と
る
先
進
国
で
あ
る
の
か
。 

五 

満
期
に
至
ら
な
い
米
国
債
売
り
は
、
為
替
介
入
と
米
国
に
受
け
取
ら
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
が
、
満
期
に
な
っ
て
償
還
さ

れ
る
ド
ル
を
何
に
使
お
う
が
、
為
替
介
入
と
は
異
な
り
、
主
権
国
家
の
自
由
で
は
な
い
か
。
行
き
過
ぎ
た
円
安
の
是
正
効
果



 

２ 

 

も
あ
る
し
、
米
国
に
と
っ
て
も
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
望
む
ド
ル
高
是
正
効
果
も
あ
る
。 

六 
今
の
外
貨
準
備
の
「
為
替
差
益
」
「
含
み
益
」
は
い
く
ら
か
。 

七 

毎
年
、
償
還
さ
れ
て
く
る
米
国
債
の
額
は
、
今
の
レ
ー
ト
換
算
で
い
く
ら
か
。
そ
れ
を
全
部
、
円
転
す
る
と
、
毎
年
、
差

益
は
い
く
ら
出
て
く
る
か
。 

八 

毎
年
、
満
期
と
な
っ
て
償
還
さ
れ
て
く
る
ド
ル
を
、
米
国
債
に
再
投
資
（
ロ
ー
ル
オ
ー
バ
ー
）
す
る
の
で
は
な
く
、
円
転

し
て
、
そ
の
差
益
を
国
民
に
還
元
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

九 

市
場
に
お
け
る
ド
ル
円
取
引
が
約
一
兆
＄
（
約
一
五
〇
兆
円
）
／
日
、
年
換
算
で
三
六
五
兆
＄
（
約
五
京
円
）
と
い
う
規

模
か
ら
す
る
と
、
年
二
〇
兆
円
～
三
〇
兆
円
の
米
国
債
の
償
還
金
を
、
徐
々
に
為
替
に
有
意
な
変
動
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
、

円
転
し
て
い
く
こ
と
は
十
分
可
能
だ
と
考
え
る
が
如
何
。 

十 

こ
れ
ま
で
八
や
九
の
よ
う
な
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
し
て
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
米
国
へ
の
忖
度
で
は
な
い
の
か
。
米
国
債
が

満
期
に
な
っ
て
償
還
さ
れ
て
く
る
ド
ル
ま
で
、
主
権
国
家
た
る
日
本
が
、
そ
の
運
用
に
つ
き
、
米
国
の
了
承
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。 

十
一 

 

百
歩
譲
っ
て
、
米
国
債
の
償
還
金
を
円
転
す
る
の
が
、
実
質
上
の
為
替
介
入
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
輸
入
企
業



 

３ 

 

の
ド
ル
建
て
取
引
に
米
国
債
の
償
還
金
（
＄
）
を
貸
付
け
、
そ
の
企
業
か
ら
円
で
返
済
さ
せ
る
と
か
、
償
還
金
（
＄
）
を
活

用
し
て
、
政
府
予
算
の
ド
ル
払
い
を
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。
（
例
：
防
衛
資
機
材
（
二
〇
二
三
年
度
六
〇
億
＄
）
、

無
償
資
金
協
力
（
同
三
億
＄
）
） 

 

右
質
問
す
る
。 


